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文
が

有
る

。

非
常
に

頭
を
低
く
た

れ
て
、

自
己

紹
介
を

し、

弟
子
の、

康

守
と

安
行
を

つ

か

わ

し
て
、

徳
一

の

協
力
を

求
め

て

い

る
。

　
未
木
氏
と

苫
米
地
誠
一

氏
と
の

間
に
、

若

干
の

違
い

は

有
る

が、

苫
米

地
氏
は

、

『

未
決
』

は
空

海
の

『

勧
縁

疏
』

以

前
の

作
と

説
き、

又、

『

未

泱
』

は、

空

海
の

『

付
法
伝
』

以

前
と

説
い

て

い

る
。

　
内
容
に

つ

い

て

言
え
ば

、

徳
一

が
、

空
海
の

ど
こ

ま

で

を
見
て
、

こ

の

『

未
決
』

が

書
か

れ

た

の

か
、

く
わ

し
い

こ

と
は

分
ら
な

い

が
、

少
な
く

と

も
、

引
用
さ

れ

て

い

る

『

菩
提

心

論
』

等
は

、

空

海
の

『

御
諸
来
目

録
』

に

有
り、

そ
れ

以
後

、

お

そ
ら
く、

空
海
よ
り、

徳
一

に

与
え
ら
れ

た

も
の

と

考
え
て

も
よ
い

か

も
知
れ
な
い

。

　
真
言
宗
に

は

「

行
」

と

「

慈
悲
」

を

欠
い

て

る
と

い

う

疑
い

に

つ

い

て

考
え
て

み
れ
ば、

徳
一

は、

「

経
」

と

「

論
」

と

を

分
け

て、

菩
薩
の

論

師
は

「

経
」

に

な
い

こ

と

を

述
べ
、

そ
の

「

論
」

に

随
う
の

を

疑
問
と

し

て

い

る

が
、

徳
】

は

「

行
」

が

具
わ
っ

て

な

い

と

批
判
す
る

け
れ

ど

も、

『

大
日
経
』

住
心
品

第
一

の

初
め

の

偈
に

「

無
量
智
を

成
就
し

、

正

等
覚

を

顕
現
す。

供

養
行
を

修
行
し
て

、

是
よ

り
始
め

て

発
心

す
。

」

と

有
る

の

で
、

か

な

ら
ず
し
も

徳
一

の

論
難
は、

あ
た

っ

て

は

い

な
い

と

思

わ
れ

る
。

　
又

、

徳
一

は、

「

慈
悲
」

を
欠
く、

と

言
っ

て

い

る

が
、

『

大
日

経
』

住

心

品
第
一

に
、

「

菩
薩
心
を

因
と

為
し、

悲

を

根
本
と

為

し、

方

便
を

究

意
と

為
す
。

」

と

有
る

の

で
、

こ

れ
も

、

徳
一

の

論
難
が

か

な

ら

ず

し
も

あ
た

っ

て

い

な
い

と

思
わ

れ
る

。

又
、

「

今
真
言
の

修
行
者
は、

凡
位
か

ら

仏
位
に

入
る
こ

と
が

で

き

る

か

ら
、

十
地
の

菩
薩
の

境
地
を
も
超

越
す

る

の

で

あ
る

、

と

言
っ

た
の

は、

菩
薩
の

示

現
と

点
に

よ

っ

て

説
い

て

い

る

の

で

あ

り、

真
実
の

菩
薩
で

は
な
い

と

知
る
べ

き

で

あ
る

。

」

と

言
っ

て

い

る
が、

そ

の

後
に

続
く
文
章
に

「

即
ち

凡
天
の

位
を

越
え

て
、

仏
の

所

行
の

所
に

入
り、

如
来
家
に

生

存
し

。

種
族
に

蝦
珀
な

く
、

仏
と

供
に

平

等
な

り、

さ

だ
ん

で

無
上

覚
を
成
す
べ

し
」

と

い

う
文

章
を、

引
用
す

る

の

を

省
略
し
て

い

る
。

　

又
、

徳
一

は、

「

菩

薩
の

十
地
の

行
を

超
越
す
る
」

と

い

う
の

は
、

『

大

日

経
』

の

説
で

は

な

く、

龍
猛
の

説
で

あ
る

と

言
っ

て

い

る

が
、

『

大

目

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ヘ
　
　ヘ
　
　　へ

経
』

住
心
品

第
一

に、

「

百
六

十
心
を

超
え
て、

広
大
の

功

徳
を
生
ず
」

と
、

摩
訶
毘
廬
遮
那
世

尊
が

金
剛
手
に

告
げ
て

言
は

く
…

…

と

い

う
最
初

の

偈
の

中
に

有
る
の

で、

こ

れ

も

又、

徳
一

の

主
張
が、

か

な

ら

ず
し

も

あ
た
っ

て

い

な

い

と

思
わ
れ
る

。

　

又、

徳
→

は、

真
言
行
者
は
、

た

だ
「

観
行
」

の

み

を
お

さ

め

て
、

「

凡
位
か

ら

仏
位
に

入
る

」

と

言
っ

て

い

る

が、

こ

れ

に

つ

い

て

は、

仏

説、

つ

ま

り
「

経
」

に

そ

む
い

て
、

「

論
」

を

信
じ

て

い

る
と

論
難
し

て

い

る

が
、

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

今
こ

の

疑
問
を
未
決
と
い

う
点
を、

私

に

は
、

何
と
も

言
え

な

い

分
ら
な
い

部
分
で

あ
る

。

＝
遍

教
学
の
一

試
論

　

ー
］

向

俊
聖
と

の

比

較
を
中
心
に

i
長

澤

昌

幸

　
は

じ
め

に

　
時

宗
宗
祖
一

遍
（
一

二

三

九

−

＝
一
八

九）

が

活
躍
し
て

い

た

中
世
に

は、

一

遍
と

同
様
に

各
地
を
遊
行
し
念

仏
を

布
教
し
て

い

た

勧
進
聖
が

無
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数
に

い

た
と

考
え
ら

れ

る
。

旧

時
宗
一

向
派

祖
と
さ

れ

る
一

向
俊
聖

2

三
二

九

ー
一

二

八

七

以

下
一

向）

も
そ

の

ひ

と

り
で

あ
る

。

一

遍
と
］

向

に

関
す

る

先
行
研

究
は

、

い

く
つ

か

見
ら

れ

る

が

そ
の

ほ

と

ん

ど

が

伝
記

な

ど

を

中
心
と
し
た

歴
史
学
的
な

考
察
が

ほ

と

ん
ど

で

教
学
的
な

考
察
を

し

た

も

の

は

少
な
い

。

本
稿
は

コ

遍

教
学
の
一

試
論
ー
…

向
俊
聖
と

の

比

較
を

中
心
に
．
−

」

と
テ

ー

マ

し
一

遍
と
一

向
と

の

教
学
的
な

側
面、

特

に

念
仏

思
想
に

つ

い

て

考
察
を
試
み

た
い

。

　
い

向
の

伝
記
や
教
団

史
な
ど

に

関
す
る

先
行
研
究
は

、

近
年
み

る

こ

と

が

で

き
る

も
の

の
、

思
想
に

関
し

て

管
見
の

限
り
で

は
、

河
野
憲

善

＝

向
上
人
の

念

仏
思
想
」

（
『

藤
沢
市
史
研
究
』

二
一

号

所
収
一

九
八

八

年
一

月）

が

あ
る

。

　
一

遍

＝

遍
上

人
語
録
』

（
岩
波
文

庫
本
）

　

又
云、

中
路
の

白
道
は

南
無
阿
弥
陀
仏
な

り。

水

火
の

二

河
は
我
等
が

心
な

り。

二

河
に

を
か

さ

れ
ぬ

は

名
号
な

り
。

　

又

云、

往
生
は

初
の
｝

念
な

り
。

初
の
】

念
と
い

ふ

も
、

な

ほ

機
に

付

て

い

ふ

な
り

。

南
無
阿
弥
陀
仏
は

も

と

よ

り
往
生
な
り

。

往
生
と

い

ふ

は

無
生
な

り
。

此
法
に

遇
ふ

所
を

し

ば
ら
く
一

念
と

い

ふ

な
り

。

三

世
截
断

の

名
号
に

帰
入
し

ぬ

れ
ば、

無
始
無
終
の

往
生
な

り
。

臨
終
平

生
と

分
別

す
る

も、

妄
分
の

機
に

就
て

談
ず
る

法
門
な

り
。

南
無
阿

弥
陀

仏
に

は、

臨
終
も
な
く、

平
生

も
な
し

。

三

世
常
恒
の

法
な

り。

　
一

向
浚
聖

『

一

向
上
入

伝
』

　

浄
土
宗
も

機
を

見
て

、

猶
同

異
二

類
ひ

の

助

業
を

励
（
勧）

む
。

此
宝

号
何
の

不
足
あ
ら

ん

や

と

て、

浄
十
の

宗
名
も

棄
損
そ
、

経
論
の

義
学
を

放
却
し
一

処
不

住
に

行
脚
し
て、

念
仏
を

西
海
に

勧
進
し

給
ひ

け

る

に、

其

勧
化
に

帰
す
る
考、

星
の

ご

と

く

馳
せ
、

雲
の

ご

と

く

集
ま
り
て、

門

葉
も
ま
た
盛
ん

な
り

。

　
読
誦
に

二

種
あ
り

。

浄
土
の

二

部
経
を

読
む

は

正
行
也

。

其
余
の

経
を

読
む

は

雑
修
な
り

。

正
行
と

言
ハ
、

五

種
の

行
に

通
ず、

五

つ

の

中
前
三

後
一

の

四
つ

ハ

助

業
と

て、

念

仏
の

助
に

修
す
る

事
な
り

。

念
仏
は

弥
陀

の

本
願
の

行
な

れ
ば、

正

定
業
と

名
つ

け
て

侍
る

。

雑
行
助
業
も

往
生
の

行
と

な

れ
と

も
、

本
願
の

行
に

は

非
ず

。

行
し
易
く
て

功
高
き

は

念
仏
に

侍
る

。

と

述
べ

ら
れ
て

い

る
。

　
両
者
の

思
想
を

伝
え
る

史

料
か

ら
つ

ぎ
の

こ

と

を
考
察
し

た
。

思

想
背

景
に

は
、

一

遍
は

西
山
義
を、

一

向
は

鎮
西

義
を
基
底
と

し

て

そ

れ

ぞ

れ

の

思

想
、

特
に

念
仏
思
想
を
展

開
し
て

い

る

こ

と

が

窺
え
た

。

　
一

遍
は、

西
山
義
の

機
法
一

体
に

立
脚
し
な
が

ら
も
南
無
阿
弥
陀
仏
の

名
号
そ

の

も

の

に

絶
対
性
を
見
い

だ
し

て

い

る
。

臨
終
と

平
生
に

つ

い

て

は、

只

今
称
え

る

念
仏
に

よ

っ

て

臨
終
即
平
生
と
一

体
で

あ

る

こ

と

を
説

く
。

　
浄
土

宗
三

祖
然
阿
良
忠
の

門
下
で

あ
る
一

向
は
、

法
然
に

立
ち

帰
っ

た

か

の

よ
う
に
一

向
専
修
に

徹
し
、

同
異
二

類
の

助
業
を
勧
め

る

こ

と

な

く

南
無
阿

弥
陀
仏
の

名
号
を

宝

号
と

称
し
、

阿
弥
陀
仏
の

本
願
力
に

着
目
し

て

念
仏
を

勧
め

て

い

る
。

　
念
仏
一

行
に

徹
底
し

て

修
し

た

点
に

つ

い

て

は
、

一

遍
も
一

向
も

共
通

し

て

い

る

も
の

の、

弥
陀
の

本
願
や
す
べ

て

の

行
が

名
号
に

内
包
さ
れ

て

い

る

と

説
く
一

遍
に

対
し
、

あ

く
ま

で

も

弥
陀
の

本
願
力
に

よ
る

念
仏
を

説
い

て

い

る
…

向
と
で

は
、

こ

の

点
で

相
違
し
て

い

る

と

い

え

よ

う
。
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